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一
般
社
団
法
人
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
（
会
長

赤
坂
勝
）
は
十
二
月

十
六
日
、
札
幌
の
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
し
た
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成

講
座
（
昨
年
八
月
十
九
日
か
ら
日
曜
日
に
開
催
し
、
延
べ
十
二
日
間
、
五
十
二
時
間

に
わ
た
る
養
成
講
座
）
の
全
講
座
を
を
終
了
し
所
定
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
し
た

十
六
名
に
修
了
証
を
授
与
致
し
ま
し
た
。
概
要
は
次
の
通
り
。

当
初
十
九
名
の
受
講
生
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
本
講
座
は
最
終
日
の
十

二
月
十
六
日
、
十
六
名
の
受
講
生
に

修
了
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
は
、
最
後
の
講
義
・
実
習

と
し
て
受
講
生
は
Ｏ
Ｈ
Ｐ
を
使
い
一

人
ひ
と
り
が
交
代
し
な
が
ら
要
約
筆

記
の
実
習
を
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
現
場
実
習
「
聞
こ
え

な
い
立
場
か
ら
の
検
証
」
を
テ
ー
マ

に
北
海
道
中
途
難
失
聴
者
協
会
、
事

務
局
長
佐
々
木
亜
規
子
さ
ん
、
要
約

筆
記
通

訳
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
の
会

「
は
ま

な
す
」

講
師
に

よ
る
実

技
が
行

わ
れ
ま

し
た
。

続
い
て
、「
自
己
評
価
（
読
み
手
の

評
価
を
う
け
る
）」
と
題
し
て
、
受

講
生
全
員
か
ら
講
座
修
了
の
感
想
と

今
後
の
抱
負
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

『
午
前
の
最
終
実
技
を
緊
張
し
な
が

ら
も
笑
っ
て
ご
ま
か
し
た
で
あ
ろ
う

今
日
の
自
分
を
含
め
て
振
り
返
っ
て

み
ま
す
。

「
要
約
筆
記
」
の
何
た
る
か
を
全

く
知
ら
ず
に
受
講
し
た
訳
で
は
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
や
は
り
奥
が
深
く
難

し
い
。
普
段
か
ら
一
つ
の
「
目
標
」

は
お
ろ
か
、「
心
掛
け
」
で
す
ら
忘

れ
が
ち
な
の
に
、
は
や
く
、
正
し
く
、

読
み
や
す
く
、
の
三
つ
を
一
度
に
要

求
さ
れ
る
事
で
頭
は
パ
ニ
ッ
ク
で
す
。

聞
け
！
ま
と
め
ろ
！
書
け
！
遅
れ
た
！

何
て
言
っ
た
っ
け
？
お
わ
り
！
？

あ
ー
っ
！
そ
し
て
誤
字
や
ら
、
単
語

を
羅
列
し
た
だ
け
や
ら
の
意
味
不
明

な
ロ
ー
ル
は
、
達
成
感
の
な
い
ま
ま

ス
ク
リ
ー
ン
に
写
し
だ
さ
れ
て
・・・・

の
繰
り
返
し
。
ど
れ
だ
け
書
け
る
か

と
い
う
事
だ
け
に
夢
中
に
な
り
す
ぎ

て
、
読
ん
で
頂
く
作
品
に
な
っ
て
い

な
い
事
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
文
字
を
聞

き
取
る
の
で
は
な
く
、
前
後
の
あ
る

文
章
と
し
て
と
ら
え
、
出
来
る
だ
け

話
し
手
の
使
わ
れ
た
言
葉
で
要
約
し

て
い
く
事
を
心
が
け
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
も
う
少
し
ご
指
導
を

頂
き
、経
験
を
積
む
事
が
出
来
た
ら
、

一
人
前
の
奉
仕
員
と
し
て
の
自
覚
が

持
て
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。』
と
。

ま
た
、

『
こ
の
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

が
、
何
た
る
や
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま

に
参
加
を
申
込
み
、
今
日
修
了
式
を

迎
え
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
難
聴
者
、

中
途
失
聴
者
の
方
の
耳
が
わ
り
に
な

れ
る
と
は
、
思
え
な
い
自
分
が
い
ま

す
。
講
師
の
皆
様
の
前
で
堂
々
と
言

う
の
は
大
変
申
し
訳
な
い
こ
と
で
す
。

で
も
初
日
か
ら
今
日
ま
で
、「
聞

こ
え
な
い
」「
聞
こ
え
づ
ら
い
」
と

い
う
の
は
、
ど
う
い
う
世
界
観
な
の

か
と
考
え
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
答
え
な
ど
出
て
い
ま
せ
ん

し
、
こ
れ
か
ら
も
考
え
続
け
ま
す
。

講
座
は
実
技
の
中
で
、
実
際
に
「
聞

き
と
り
な
が
ら
書
く
」中
で
、
時
々
、

ほ
め
て
い
た
だ
く
と
、嬉
し
く
て「
続

け
ら
れ
る
か
も
・・・
」「
続
け
て
い
け

れ
た
ら
・・・
」「
続
け
た
い
・・・
」
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

続
け
て
い
く
た
め
に
は
多
方
面
に

わ
た
り
、
知
識
と
教
養
が
必
要
で
あ

り
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
、
必
須
で
あ
る
と
痛
感
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

何
と
か
勉
強
を
続
け
て
、
要
約
筆

記
者
試
験
受
験
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
い

と
思
い
ま
す
。
講
師
の
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。』
な
ど
。

閉
講
式

で
は
、
一

般
社
団
法

人
北
海
道

身
体
障
害

者
福
祉
協

会
赤
坂

勝
会
長
代
理
で
泉

司
常

務
理
事
・
事
務
局
長
か
ら
、
主
催
者

挨
拶
と
し
て
受
講
者
の
皆
さ
ん
の
長

期
間
に
わ
た
る
受
講
の
努
力
に
敬
意

を
表
し
、「
こ
れ
か
ら
は
中
途
難
失

聴
者
の
耳
と
な
り
各
々
の
地
域
で
要

約
筆
記
奉
仕
員
と
し
て
の
活
躍
さ
れ

る
事
を
願
い
ま
す
。」
と
。
ま
た
、

講
義
・
実
習
を
担
当
さ
れ
た
講
師
の

方
々
へ
謝
辞
が
あ
り
、
そ
の
後
、
受

講
生
一
人
一
人
に
修
了
証
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
北
海
道
中
途
難
失
聴
者

協
会
中
西

昭
夫
会
長
代
理
で
佐
々

木
亜
規
子
事
務
局
長
の
祝
辞
の
後
、

講
師
を
代
表
し
て
要
約
筆
記
通
訳
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
「
は
ま
な
す
」

山

靖
子

代
表
か
ら

祝
辞
と
激

励
の
言
葉

が
あ
り
、

最
後
に
講

師
・
受
講

生
全
員
で

集
合
写
真

を
撮
り
閉

講
式
を
終

え
ま
し
た
。

今
後
、

修
了
者
は

要
約
筆
記

奉
仕
員
の

登
録
を
経

て
夫
々
の
地
域
で
要
約
筆
記
サ
ー
ク

ル
等
に
加
入
し
、
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

今
後
は
、
厚
労
省
か
ら
の
通
知
で

要
約
筆
記
者
養
成
が
都
道
府
県
で
の

必
須
事
業
と
な
る
為
、
要
約
筆
記
奉

仕
員
養
成
講
座
は
本
年
度
が
最
後
と

な
り
、
平
成
二
十
五
年
度
は
要
約

筆
記
者

の
受
験

に
向
け

補
習
講

習
を
実

施
す
べ

く
道
及

び
各
関

係
団
体

と
打
合

せ
中
で

す
。

平平
成成
二二
十十
四四
年年
度度
第第
一一
回回
組組
織織
検検
討討

委委
員員
会会
・・
第第
二二
回回
理理
事事
会会
のの
開開
催催

「
札
幌
の
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

七
階
で
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
第
一

回
組
織
検
討
委
員
会
及
び
第
二
回
理

事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。」

当
日
は
赤
坂
会
長
を
始
め
と
し
て

副
会
長
、
常
務
理
事
・
理
事
・
監
事

が
十
名
参
集
致
し
ま
し
た
。

過
半
数
を
超
え
た
理
事
が
出
席
し

理
事
会
の
開
催
は
有
効
で
あ
り
、
会

長
挨
拶
で
赤
坂

勝
会
長
よ
り
年
末

の
多
忙
の
な
か
、
又
悪
天
候
に
も
関

わ
ら
ず
出
席
に
対
し
謝
辞
を
述
べ
ら

れ
、
活
発
な
議
論
・
審
議
を
お
願
い

致
し
ま
し
た
。

主
な
議
事
は
次
の
通
り

一
、
平
成
二
十
四
年
度
上
期
事
業
報
告

※
泉

司
事
務
局
長
よ
り
資
料
に

基
づ
き
、
種
々
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

一
、
平
成
二
十
四
年
度
東
北
・
北
海

道
ブ
ロ
ッ
ク
身
体
障
害
者
団
体

長
等
連
絡
会
議
に
お
け
る
決
議

事
項
の
報
告

※
日
身
連
の
役
員
改
選
に
伴
う
理

事
の
選
出

※
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
及
び
副
会
長
の

選
出

※
連
絡
会
議
の
開
催
当
番
に
つ
い
て

※
平
成
二
十
五
年
度
日
身
連
全
国

大
会
札
幌
大
会
の
東
北
・
北
海

道
ブ
ロ
ッ
ク
各
団
体
の
大
会
分

担
金
に
つ
い
て

一
、
平
成
二
十
四
年
度
日
身
連
へ
の

北
身
協
か
ら
の
要
望
事
項
に
つ

い
て

※
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度
の

全
国
レ
ベ
ル
で
の
施
行
・
拡
大
に

向
け
た
運
動
と
展
開
に
つ
い
て

一
、
平
成
二
十
四
年
度
に
っ
し
ん
れ

ん
収
益

一
、
事
業
等
に
つ
い
て

※
還
付
金
に
つ
い
て
は
平
成
二
十

四
年
度
定
時
総
会
決
議
に
よ
り

収
益
金
の
全
額
を
北
身
協
に
帰

属
の
再
確
認
を
致
し
ま
し
た
。

一
、
そ
の
他

※
第
五
十
八
回
全
国
大
会
北
海
道
・

札
幌
大
会
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

以
上
の
議
題
に
つ
い
て
審
議
し
全

員
の
了
承
に
よ
り
組
織
検
討
委
員
会

終
了
後
、
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
午

後
三
時
三
十
分
終
了
致
し
ま
し
た
。
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池
端

慧
氏
（
小
樽
市
）
が
受
賞

【
昨
年
十
二
月
、
厚
生
労
働
省
に
お

い
て
、
平
成
二
十
四
年
度
障
害
者
自

立
更
生
者
等
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
が

行
な
わ
れ
、
北
海
道
か
ら
小
樽
市
の

い
け
は
た

さ
と
し

池
端

慧
氏
さ
ん
が
自
立
更
生
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ま
で

の
自
立
に
向
け
た
ご
尽
力
と
社
会
貢

献
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
し
そ
の
人

と
な
り
と
歩
み
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。】

池
端
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
九
年
、

二
十
歳
の
時
、
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
か

ら
視
力
を
失
い
始
め
、
昭
和
四
十
四

年
二
十
五
歳
で
全
盲
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
七
年
に
北
海
道
高
等
盲

裏
面
へ

発行人
一般社団法人
北海道身体障害者福祉協会

会長 赤 坂 勝
札幌市中央区北２条西７丁目（かでる２・７）
電 話 ０１１‐２５１‐１５５１
ＦＡＸ ０１１‐２５１‐０８５８
ホームページwww．hokusinkyo．or．jp
北海道障害者社会参加推進センター
電 話 ０１１‐２５１‐９３０２
毎 月 ２５日発行

会員購読料（年）９０円
（会費に含む）

非会員 同 ２，０００円

「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
あ
な
た
の
協
会
に
還
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

社 団 法 人 日 本 義 肢 協 会 会 員

組織検討委員のメンバー

（平成２５年１月２５日）

全員集合

閉講挨拶の
泉 司 常務理事

北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞

実技の一コマ

祝辞の
山 靖子 代表

昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可

講師の皆さん

（第７０６号）（１）
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学
校
二
部
専
攻
科
を
卒
業
し
、
小
樽

市
内
の
治
療
院
に
一
年
半
勤
務
し
、

昭
和
五
十
年
七
月
に
治
療
院
を
現
住

所
で
開
業
致
し
ま
し
た
。

昭
和
四
十
七
年
に
小
樽
視
力
障
害

者
福
祉
協
会
（
現
小
樽
視
覚
障
害
者

福
祉
協
会
）
に
入
会
後
、
昭
和
五
十

二
年
に
役
員
と
な
り
、
平
成
五
年
四

月
か
ら
平
成
九
年
三
月
ま
で
体
育
部

長
、
四
月
か
ら
平
成
十
五
年
三
月
ま

で
副
会
長
、
四
月
か
ら
会
長
に
就
任

し
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
上
部
団
体
で
あ
る
小
樽
身

体
障
害
者
福
祉
協
会
の
理
事
に
平
成

五
年
に
就
任
。
平
成
十
五
年
に
副
会

長
と
な
り
、
現
在
も
会
長
の
補
佐
役

と
し
て
尽
力
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た

そ
の
間
、
北
海
道
身
体
障
害
者
相
談

員
と
し
て
活
躍
し
、
平
成
九
年
か
ら

平
成
二
十
年
ま
で
北
海
道
視
力
障
害

者
福
祉
連
合
会
の
青
年
協
議
会
の
副

会
長
を
歴
任
、
小
樽
市
が
毎
年
開
催

の
「
障
が
い
者
週
間
」
啓
発
事
業
ほ

ほ
え
み
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
の
副

会
長
と
し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ご

自
身
の
職
業
関
係
で
は
、
昭
和
六
十

一
年
に
小
樽
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会

に
入
会
後
、昭
和
六
十
三
年
に
役
員
、

平
成
四
年
よ
り
副
会
長
に
就
任
。
ス

ポ
ー
ツ
部
門
で
も
日
本
視
覚
障
害
者

卓
球
連
盟
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
十

年
間
勤
め
、
現
在
も
北
海
道
担
当
者

と
し
て
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
世
界
盲
人
マ
ラ
ソ
ン
・
１０

㎞
の
部
で
二
位
に
入
賞
す
る
な
ど
ス

ポ
ー
ツ
マ
ン
で
あ
り
ま
す
。

文
化
面
で
は
、
全
道
障
害
者
芸
術

展
で
手
工
芸
（
籐
工
芸
・
陶
芸
・
編

み
物
等
）
の
部
で
金
賞
、
短
歌
で
銀

賞
、
俳
句
で
銅
賞
に
入
賞
等
、
多
岐

に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
、
ま
た
、
民
謡

を
楽
し
ま
れ
る
趣
味
が
あ
り
、
常
に

前
向
き
、
温
厚
で
人
望
厚
く
、
会
員

の
皆
さ
ん
か
ら
慕
わ
れ
て
い
る
池
端

さ
ん
で
す
。

今
後
も
お
元
気
で
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
祈
念
致
し
ま
す
。
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〜
平
成
二

十
四
年
十

二
月
八
日

（
土
）、
千

歳
市
民
文

化
ホ
ー
ル

で
ロ
ン
ド

ン
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク

ボ
ッ
チ
ャ

日
本
代
表

の
秋
元
妙

美
さ
ん
の

講
演
会
と

デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
〜

「
平
成
二
十
四
年
度
ふ

れ
あ
い
広
場
」
事
業
と
し

て
ロ
ン
ド
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ボ
ッ
チ
ャ
日
本
代
表

あ
き
も
と

た
え

み

の
秋
元

妙
美
さ
ん
の
講
演
会
が
千

歳
市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
、
千
歳

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
共
催
で
千
歳

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
午
前
十
二
時

か
ら
講
演
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。秋
元
さ
ん
は
、

二
〇
一
一
年
ボ
ッ
チ
ャ
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
、
銀
メ
ダ
ル
、
二
〇
一
二
年
ロ

ン
ド
ン
パ

ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
、
七

位
入
賞
と

輝
か
し
い

成
績
で
し

た
。秋

元
さ

ん
は
、
日

本
社
会
事

業
大
学
社

会
福
祉
学

部

を

卒

業
、
社
会

福
祉
士
の

資
格
を
持

ち
調
布
市

で
障
害
者

の
為
の
要

職
に
つ
い

て
お
り
ま

す
。
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あ
な
た
の
ご
家
族
や
周
り
に
視
覚

と
聴
覚
に
重
複
し
て
障
害
の
あ
る
方

は
い
ま
せ
ん
か
。
北
海
道
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
方

に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

移
動
等
の
支
援
を
行
う
「
盲
ろ
う
者

通
訳
・
介
助
員
派
遣
事
業
」
を
無
料

で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

是
非
、
盲
ろ
う
者
の
方
や
ご
家
族

に
、
こ
の
事
業
を
紹
介
し
て
通
院
や

買
い
物
な
ど
で
利
用
さ
れ
る
よ
う
に

お
伝
え
下
さ
い
。

な
お
、
事
前
に
利
用
登
録
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
登
録
手
続
き
な

ど
は
お
問
合
せ
下
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

一
般
社
団
法
人

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

電

話

〇
一
一
―
二
五
一
―
一
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
一
―
二
五
一
―
〇
八
五
八

先
ず
、
ご
連
絡
下
さ
い
。

あ
な
た
の
自
立
と
社
会
参
加

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
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北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
並

び
に
各
市
町
村
身
体
障
害
者
福
祉
協

会
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
年
々
大
変

厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
会
員
の
高
齢

化
、
減
少
傾
向
は
各
協
会
の
大
き
な

悩
み
の
一
つ
で
、
手
を
こ
ま
ね
い
て

い
て
は
状
況
は
悪
化
す
る
一
方
で
あ

り
事
業
に
取
り
組
み
、
会
を
活
性
化

し
、
会
員
加
入
を
各
協
会
が
一
丸
と

な
っ
て
積
極
的
に
継
続
し
て
働
き
か

け
る
努
力
が
必
要
で
す
。

既
存
会
員
で
会
員
と
な
っ
て
い
な

い
障
が
い
者
の
方
が
近
く
に
お
ら
れ

ま
し
た
ら
是
非
と
も
入
会
の
勧
誘
を

積
極
的
に
働
き
か
け
て
頂
き
、
会
員

増
に
向
け
て
地
元
の
各
市
町
村
協
会

と
一
丸
と
な
っ
て
行
動
す
る
よ
う
、

紙
面
を
借
り
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

地
元
の
各
市
町
村
身
体
障
害
者
福

祉
協
会
、
又
は
、

札
幌
市
北
二
条
西
七
丁
目

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
四
階

一
般
社
団
法
人

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

電

話
〇
一
一
―
二
五
一
―
一
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
一
―
二
五
一
―
〇
八
五
八

※
困
り
ご
と
、
悩
み
ご
と
は

「
障
が
い
者
一
一
〇
番
」
へ

「
札
幌
市
を
除
く
全
道
各
地
に

お
住
ま
い
の
障
が
い
者
及
び

そ
の
家
族
の
方
」

電

話
〇
一
一
―

二
五
二
―

一
二
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
一
―

二
五
二
―

一
二
三
五

��

��

�

�室
蘭
市
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部
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す
げ

か
さ

お

ば
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は
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こ
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が
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（
太
字
分
が
お
名
前
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。）
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見
沢
市

池
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平
成
二
十
四
年
度
盲
ろ
う
者

通
訳
・
介
助
員
現
任
研
修

平
成
二
十
五
年
二
月
十
九
日（
火
）・

二
十
日（
水
）に
現
任
研
修
を
開
催
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
等
詳
細
に
つ
い
て
は
現
在
打
ち

合
せ
で
す
。
決
定
次
第
ご
案
内
致
し

ま
す
。

（２）（第７０６号）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞

講演会会場

昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可

ボッチャ実技風景

（平成２５年１月２５日）

表彰状を手に池端さん


